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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は保育者養成における授業科目「劇表現指導法」および「保育内容（劇表現）
」に着目し、その内容や方法、担当講師、教材等に焦点を当て、「劇表現指導法」を中心としたカリキュラム・モデル
の検討と指導のための補助教材を開発することである。
本研究の方法として「劇表現指導法」の実態調査と、その授業担当者にインタビューを実施した。あわせて「劇表現指
導法」の授業実践を通した授業内容や方法、教材のあり方の検討を試みた。
研究成果は、そのモデルには、3タイプあることがわかった。①演劇関連科目あり、②演劇関連科目なし、③単独開講
である。作成した補助教材も含めて別刷りの報告書にまとめることができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to develop the curriculum model and the teaching 
aid of "childcare contents of the drama expression". The method is to perform an opening of the courses 
and activities in "childcare contents of the drama expression". And I interview the class teachers in 
charge. And I consider the class contents and method, the way of the teaching materials practically. The 
result is that there are three curriculum models: one is to link theatre program, two is not to link 
theatre program, the others is independent opening of a course. A report of the printing excepts was 
listed including them and a teaching aid in "childcare contents of the drama expression".

研究分野： 表現教育・ドラマ教育・保育者養成

キーワード： 教育学　保育者養成　劇表現　カリキュラム　教材研究　領域表現
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１．研究開始当初の背景 
領域「表現」の劇的な分野での実践や普及

は、日本においては玉川大学が先駆的な役割
を果たし、『ドラマによる表現教育』『子供の
ための創造教育』『子供のための劇教育』等
の啓蒙的な翻訳本も玉川大学出版部より刊
行されている。国外ではアメリカにおいて
「クリエィティブ・ドラマティクス」という
名称で 20 世紀初頭に始まり、ウォードや弟
子のシックスらによってその専門家が育成
をされている。また、英国、豪州、カナダ等
でも、近年ではアジアでも台湾、韓国におい
て演劇が導入され、その教員・保育者の養成
が行われている。 
着想に至った経緯であるが、研究代表者は

これまで保育者養成校において、総合的な演
劇発表の指導と並行して、発表を目的とせず
その過程に教育的な価値を見いだすドラマ
教育を応用した授業「ドラマ(劇遊び)」、「保
育内容表現 B（ドラマと空間造形）」の実践
も行ってきた。その経験から範囲とすべき内
容の検討や、学生の自己表現力やコミュニケ
ーション力の向上を指摘してきた。 
カリキュラムに関しては、科研費奨励研究
の助成を受けてオーストラリアの「芸術科」
の幼稚園から高校までの「ドラマ」のカリキ
ュラムに注目し、段階的に難易度を高めるた
めの評価の観点に関する調査を行った。また、
自らの専門学校教員時代の授業内容を総括
し、カリキュラム・モデルで範囲とすべき内
容や重点項目についての考察を行った。 
これまでの研究は実践的な取り組みや海

外の先駆的理論の紹介を通して、教育や保育
における劇の専門性を確立させることに主
眼を置いていたが、本研究はそれらの研究成
果を保育者養成のために再構築し、かつ応用
的に活用することを目指すものである。 
 
２．研究の目的 
保育者養成における「表現指導法」の中に

いわゆるごっこ遊びや劇遊びを包括する劇
表現があるが、対応授業はあまり開講されて
おらず、総合的な演劇発表で代用する場合が
多い。それは劇遊びという概念が曖昧でその
指導法も明確になっていないことに起因し
よう。発表の経験も子どもの発達には重要だ
が、子どもが想像力を使って絵本の世界に飛
び込み、全身体的な自己表現を通して自信に
繋げようとする、過程としての劇的な体験も
重要であろう。本研究はドラマの視点を活か
し、学生の現場実践もふまえて、劇遊びやそ
の指導法を検討・整理した上で、「劇表現指
導法」のカリキュラム・モデルと保育者養成
教員用の補助教材を開発することを目的と
する。 
 
３．研究の方法 
（１）保育者養成校における授業科目「表現
指導法」、中でも特に「劇表現指導法」の実
態調査を行う。かつ、その関連として、劇表

現が公教育に位置づけられている台湾にお
いて、保育者養成における演劇的授業の調査
も行う。 
（２）調査（１）の成果として「劇表現指導
法」において自己表現的な経験を学習機会と
して活かすことを主目的とした 15 の授業に
焦点を当て、その現状をより明らかにするた
め、その授業担当者に連絡をとり、シラバス
では読み取れない内容を直接伺い、深く掘り
下げることを目指しインタビューを行う。 
（３）2013 年と 2014 年に実践する「劇表現
指導法」の授業をふり返り、最終課題とその
指導のあり方や授業の意義と改善課題を探
った上で、他校のシラバス分析や授業担当者
へのインタビューで得た成果も活かして、
「劇表現指導法」の一つの例としてのシラバ
ス案を作成する。 
（４）自己表現的な経験を学習機会として活
かすことを主目的とした授業科目「劇表現指
導法」の中で活用する教材（視聴覚教材）や
授業運営のための補助教材を検討するにあ
たっての材料を集めるために、絵本教材『三
びきのやぎのがらがらどん』の分析と活用法
の検討、靴下人形の制作と活用、学生の思い
（メッセージ）を投影した愛好歌の活用を行
う。また授業の中で活用するために開発した
補助教材をまとめる。 
 
４．研究成果 
保育者養成における「劇表現指導法」を含

んだカリキュラムに関しては、開講調査や授
業担当者へのインタビューを通して3つのタ
イプがあることがわかった。 
 
①演劇関連科目ありタイプ：「劇表現指導法」
の他に演劇関連科目あり 
②演劇関連科目なしタイプ：「劇表現指導法」
と「表現指導法」はあるが、演劇関連科目な
し 
③単独開講タイプ：「劇表現指導法」だけで
「表現指導法」も演劇関連科目もなし 
 
①に関しては、学生が「劇表現指導法」を受
講するよりも前の時期に、自己表現的かつ想
像的な表現活動を集団で経験する類の授業
を開講し、予め、身体表現活動に対するウォ
ーミングアップやその面白さを再認識する
機会を意識的に設定している養成校があっ
た。そして「劇表現指導法」の受講後に、そ
の経験を活かす演劇的な授業・舞台発表プロ
ジェクトを設定している養成校もあった。具
体的には受講後に音響、照明、舞台美術、宣
伝等のスタッフ・ワークも含めたプロダクシ
ョン運営をしながら子どもや大人を観客と
した舞台作品創作、地域や園に出向いての学
外出前発表、更なる教材研究、学問的な文献
研究等である。数的に言えば「劇表現指導法」
の後段階に演劇関連授業を設定している養
成校が多かったが、前後で設定されている養
成校もあった。そこには「劇表現指導法」を



コアに、その準備と応用へと展開する連続性
のあるカリキュラムがあった。非常に理想的
な形と言えよう。しかし、残念ながら「劇表
現指導法」は必修科目ではないし、たとえ望
んだとしても、すべての養成校でそのような
形を構築することは難しいであろう。ただ、
いつか状況が変わって「劇表現指導法」のよ
うな授業を多くの養成校が開講しなければ
ならなくなった場合には、その前後に劇的な
要素をもった授業も合わせて設定した方が、
内容がより充実することがわかった。別の視
点に立てば、現在、総合的な舞台発表をする
ことが設定されている養成校が多いが、劇づ
くりの過程を活かした「劇表現指導法」のよ
うな授業を事前に開講しておくことで、より
連続性のある総合的な表現を通した学びの
場がつくれるのではないだろうか。 
もう一つ、カリキュラム・モデルを考える

にあたって、②と③のタイプのように演劇関
連科目が他に無い場合があることがわかっ
た。特に③の場合は、実習科目との結びつき
が強いのが特徴であった。保育者を目指す学
生の統合的な学びを念頭に置いて、劇表現の
経験が学生にどういう意義をもつかという
ことを常に問いかけていた。これを保育者養
成カリキュラム全体の中で考えると、③のタ
イプの「劇表現指導法」は、扱う内容が領域
「表現」の範囲を超え、保育や遊びに関して
もう少し幅広い内容をカバーする「教育課程
総論」や「保育内容総論」のような役割を果
たしていると捉えることができるかもしれ
ない。これも養成校の授業としての一つのモ
デルになり得よう。今回のインタビューを通
して、劇表現のもつ役割の幅広さや可能性を
改めて認識することができた。実習科目も含
めた保育者養成カリキュラム全体の中での
「劇表現指導法」の授業は、今後、どのよう
な役割を果たすことができるか。これは本研
究を通して浮かび上がった新たな問いであ
る。 
教材に関しては、補助教材を作成し、学生

のふり返りを授業の中で活かす実践的な取
り組みを展開することできた。パペット等に
自分の気持ちを投影させて表現することに
更なる可能性を感じることができた。インタ
ビューをした授業担当者のほとんどは、実践
的な著書を刊行していた。それらの内容を検
討していくことで「劇表現指導法」としての
共通的な内容をより明らかにできるかもし
れない。授業担当者全員は名人芸と言っても
過言でない「技」を有していた。劇表現の指
導はその人だからできる、その人にしかでき
ないという現状はしばらく続きそうである
が、「劇表現指導法」の発展を考えれば、そ
れぞれがもつ「技」を理論化し、他の人でも
活用できるような形にすることは重要であ
ろう。 
意図したわけではなかったが、授業担当者

にインタビュー内容を再確認する中で、今回
のインタビューがきっかけで授業を見直す

きっかけになったという話を伺うことがで
きた。見方を変えれば、本研究はお互いの授
業を見直す機会を創出し、相互に作用しあう
という意義があったとも言える。今回の研究
を一つのきっかけにして、「劇表現指導法」
の授業担当者でお互いの授業を見合ったり、
授業内容について検討し合ったりできる新
たな繋がりが構築されるかもしれない。また、
連携や共同研究ができるようになるかもし
れない。そして、いつか合同研究会等の開催
や「劇表現指導法」の授業の意義をシンポジ
ウム等で検討しあったりできるかもしれな
い。本研究はそのための一つのたたき台のよ
うなものであり、カリキュラム・モデルや授
業内容の共通の枠組みを協力しながら構築
していきたい。 
もう一つ別の視点であるが、「表現指導法」

の開講調査の中で、37 のオムニバス形式等の
授業において、部分的に劇的要素を含んだ
「表現指導法」の授業が行われていた。数的
には今回対象とした15の授業と比べて多い。
全部ではないがその授業担当者を調べたと
ころ、音楽や造形等を専門とする教員の割合
が多かった。2013 年の全国保育士養成セミナ
ーの際にその担当者数名に授業の実際につ
いてを聞いたところ、自分の専門を活かして
展開しているという回答や、研修等に積極的
に参加して演劇的な研鑽を積むことでなん
とかこなしているという話を聞くことがで
きた。劇表現を取り扱うことは、その専門家
でなければ難しいとは思うが、現状としてす
べてに専門家が配置できるはずはないし、専
門外の人が指導するケースがむしろ多い。そ
うであるとすれば、一つの発想として、演劇
を専門としない教員が「表現指導法」におい
て、劇的要素をしっかりと活用できるための
方法や内容をわかりやすく提示するという
取り組みも、今回のような専門的な「劇表現
指導法」のあり方を探るのと同様に、領域「表
現」の研究を積み重ねていくためには、重要
なテーマであることがわかった。 
 反省点は、当初の計画通りに進まなかった
ところが多かったことである。保育現場での
実践的な試行活動や学生の協力を取り付け、
授業時間外に指導実習演習を行おうと考え
ていたが、開講調査の情報収集やそのデータ
をまとめる作業に時間を取られてしまい、思
うように進めることができなかった。一人で
進めることの難しさを感じ、共同研究の重要
性を改めて知ることができた。教材の開発に
ついても最初に目指していたような授業用
の補助的なハンドブックの作成にまでは至
らず、その材料の収集に留まってしまったこ
とは大きな反省点である。 
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